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条
例
の
全
部
改
正
　

▼
白
川
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正

　
新
庁
舎
へ
の
移
転
を
機
会
と
す
る
機

構
改
革
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の

効
率
化
、
地
域
振
興
及
び
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
白
川
町
内
部

組
織
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
。

条
例
の
一
部
改
正

▼
白
川
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
の
基
準
と
な

る
時
期
を
暦
年
単
位
か
ら
年
度
単
位
に

変
更
し
、
採
用
、
定
期
異
動
等
の
時
期

に
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
に
人

事
管
理
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を

　
白
川
町
議
会
第
４
回
定
例
会
を
、
昨
年
12
月
10
日
、
11
日
と
20
日
の
３
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
政
の
課
題
等

に
つ
い
て
質
問
し
た
ほ
か
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど

町
長
提
出
の
19
議
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

す
る
。

▼
白
川
町
公
告
式
条
例
の
一
部
を
改

正　
条
例
及
び
規
則
の
公
布
手
続
に
つ

い
て
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
事

務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
議
会

議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
特

別
職
の
職
員
及
び
議
会
議
員
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
す

る
。

▼
白
川
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
人
事
院
勧
告
の
内
容
に
準
じ
、
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
所

要
の
改
正
を
す
る
。

▼
白
川
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を
定
め
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
。

業
務
請
負
契
約
の
締
結
　

▼
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
（
同
報

系
）
親
局
更
新
工
事
請
負
契
約
の
締

結・
契
約
の
金
額
　
１
億
２
３
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方

　
中
央
電
子
光
学（
株
） 

下
呂
支
店

　
住
所

　
　
下
呂
市
森
１
３
４
９
番
地
３

そ
の
他
　

▼
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認

・
令
和
６
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
承

認
す
る
。

　
　
衆
議
院
解
散
に
よ
る
総
選
挙
実

施
に
伴
い
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
す
る
。

・
令
和
６
年
度
白
川
町
地
域
振
興
券

交
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
つ
い
て
承
認
す
る
。

　
　
地
域
振
興
券
換
金
代
の
増
加
に

伴
い
、
早
急
な
予
算
措
置
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
す
る
。

補
正
予
算
･
条
例
改
正
な
ど

19
の
議
案
を
可
決

第４回定例会
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
３
７
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
78
億
９
１
０
０
万
円
に
、

地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
で
２

４
８
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の

総
額
を
８
２
０
０
万
円
に
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
１
２
０
０
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
12
億
６
２
５
０

万
円
に
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
１
０

１
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
予

算
額
を
収
益
的
収
入
４
億
５
７
１
４
万

１
千
円
、
収
益
的
支
出
５
億
１
９
５
３

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

の
補
正
予
算
で
は
、
人
事
院
勧
告
等
に

伴
う
人
件
費
に
つ
い
て
１
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
79
億
２

０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の
　
　
　

（
一
般
会
計
）

・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
報
酬

（
費
用
弁
償
含
む
）
 

16
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
整
備
事
業

 

２
３
２
万
円

・
農
作
物
被
害
防
止
事
業
 

13
万
円

・
元
気
な
農
業
産
地
構
造
改
革
支
援
事

業
 

35
万
円

・
町
単
土
地
改
良
事
業
 

１
５
５
万
円

・
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

 

３
０
０
万
円

・
中
山
間
地
域
農
業
生
産
基
盤
整
備
促

進
事
業
 

２
６
５
万
円

・
美
濃
白
川
産
ヒ
ノ
キ
柱
材
贈
呈
事
業

 

１
２
０
万
円

・
町
単
林
道
整
備
事
業
 

１
５
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業
 

４
０
０
万
円

・
中
学
校
教
育
振
興
事
務
費

 

５
１
０
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　（
修
繕
・
賄
材
料
費
）
 

６
６
３
万
円

・
給
食
調
理
業
務
等
委
託
料
 

71
万
円

（
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
）

・
地
域
振
興
券
交
付
事
業

 

２
４
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
 

５
５
０
万
円

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 

１
１
０
０
万
円

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

 

１
０
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
維
持
管
理
修
繕
費
用
 

１
０
１
０
万
円

 

■
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

 

５
５
０
万
円

■
主
な
質
疑
（
抜
粋
）

問
　
農
地
や
頭
首
工
の
修
繕
な
ど
を
計

画
す
る
が
、
物
価
の
高
騰
が
著
し
く

自
己
負
担
が
大
き
く
な
り
、
諦
め
て

し
ま
う
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
地
も
増
え
危
機
感
を
感
じ
る

が
、
今
後
を
見
据
え
た
計
画
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
、
農
地

の
荒
廃
と
い
っ
た
課
題
は
、
一
度
に

解
決
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
分
担
金
条
例
を
は
じ
め
、
農
業

関
係
だ
け
で
な
く
他
の
負
担
金
も
考

慮
し
な
が
ら
、
補
助
率
の
精
査
を
進

め
た
い
。

　
　
ま
た
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
話
し
合

い
、
新
た
に
「
農
業
地
域
計
画
」
を

立
て
て
い
く
必
要
が
る
。
来
年
度
以

降
、
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
中

で
、
担
い
手
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
道
設
備
の
老
朽
化
と
と
も
に
漏

水
も
増
え
て
い
る
現
状
の
中
、
設
備

の
更
新
が
必
要
と
思
う
が
、
将
来
的

な
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
町
の
水
道
料
金
は
、
他
町
村
と

比
較
し
て
も
安
く
据
え
置
か
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
設
備
の

老
朽
化
や
物
価
高
騰
が
進
み
、
今
後

に
お
い
て
、
町
の
財
政
面
を
圧
迫
し

て
い
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
町
民
へ
の
負
担
を
抑
え
て
き
た

経
緯
と
、
昨
今
の
物
価
高
騰
も
あ

り
、
す
ぐ
の
値
上
げ
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
長
期
的
な
計
画
の

中
で
、
い
ず
れ
料
金
を
見
直
す
時
期

が
来
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

※
質
疑
応
答
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
、
渡
辺
靖
代
さ
ん
（
河
岐
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
７
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意渡辺靖代さん

わたなべやすよ

令
和
６
年
度 

補
正
予
算
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条
例
の
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▼
白
川
町
課
設
置
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の
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部
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改
正
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舎
へ
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を
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と
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る
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改
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こ
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に
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、
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の
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る
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改
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改
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▼
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す
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。
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そ
の
他
　

▼
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認

・
令
和
６
年
度
白
川
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
承

認
す
る
。

　
　
衆
議
院
解
散
に
よ
る
総
選
挙
実
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に
伴
い
、
早
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な
対
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が
必
要

と
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た
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、
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・
令
和
６
年
度
白
川
町
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域
振
興
券

交
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事
業
特
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会
計
補
正
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算

（
第
１
号
）に
つ
い
て
承
認
す
る
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地
域
振
興
券
換
金
代
の
増
加
に

伴
い
、
早
急
な
予
算
措
置
が
必
要

と
な
っ
た
た
め
、
専
決
処
分
す
る
。

補
正
予
算
･
条
例
改
正
な
ど

19
の
議
案
を
可
決

第４回定例会
今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計

で
３
７
０
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正

後
の
総
額
を
78
億
９
１
０
０
万
円
に
、

地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
で
２

４
８
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の

総
額
を
８
２
０
０
万
円
に
、
介
護
保
険

特
別
会
計
で
１
２
０
０
万
円
を
追
加
し

て
、
補
正
後
の
総
額
を
12
億
６
２
５
０

万
円
に
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
で
１
０

１
０
万
円
を
追
加
し
て
、
補
正
後
の
予

算
額
を
収
益
的
収
入
４
億
５
７
１
４
万

１
千
円
、
収
益
的
支
出
５
億
１
９
５
３

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

の
補
正
予
算
で
は
、
人
事
院
勧
告
等
に

伴
う
人
件
費
に
つ
い
て
１
１
０
０
万
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
総
額
を
79
億
２

０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の
　
　
　

（
一
般
会
計
）

・
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
報
酬

（
費
用
弁
償
含
む
）
 

16
万
円

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
整
備
事
業

 

２
３
２
万
円

・
農
作
物
被
害
防
止
事
業
 

13
万
円

・
元
気
な
農
業
産
地
構
造
改
革
支
援
事

業
 

35
万
円

・
町
単
土
地
改
良
事
業
 

１
５
５
万
円

・
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

 

３
０
０
万
円

・
中
山
間
地
域
農
業
生
産
基
盤
整
備
促

進
事
業
 

２
６
５
万
円

・
美
濃
白
川
産
ヒ
ノ
キ
柱
材
贈
呈
事
業

 

１
２
０
万
円

・
町
単
林
道
整
備
事
業
 

１
５
０
万
円

・
道
路
新
設
改
良
事
業
 

４
０
０
万
円

・
中
学
校
教
育
振
興
事
務
費

 

５
１
０
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　（
修
繕
・
賄
材
料
費
）
 

６
６
３
万
円

・
給
食
調
理
業
務
等
委
託
料
 

71
万
円

（
地
域
振
興
券
交
付
事
業
特
別
会
計
）

・
地
域
振
興
券
交
付
事
業

 

２
４
８
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

等
 

５
５
０
万
円

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
費

 

１
１
０
０
万
円

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

 

１
０
０
万
円

（
簡
易
水
道
事
業
会
計
）

・
維
持
管
理
修
繕
費
用
 

１
０
１
０
万
円

 

■
減
額
さ
れ
た
主
な
も
の

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

 

５
５
０
万
円

■
主
な
質
疑
（
抜
粋
）

問
　
農
地
や
頭
首
工
の
修
繕
な
ど
を
計

画
す
る
が
、
物
価
の
高
騰
が
著
し
く

自
己
負
担
が
大
き
く
な
り
、
諦
め
て

し
ま
う
状
況
が
あ
る
。
ま
た
、
耕
作

放
棄
地
も
増
え
危
機
感
を
感
じ
る

が
、
今
後
を
見
据
え
た
計
画
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
物
価
高
騰
や
担
い
手
不
足
、
農
地

の
荒
廃
と
い
っ
た
課
題
は
、
一
度
に

解
決
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る

が
、
分
担
金
条
例
を
は
じ
め
、
農
業

関
係
だ
け
で
な
く
他
の
負
担
金
も
考

慮
し
な
が
ら
、
補
助
率
の
精
査
を
進

め
た
い
。

　
　
ま
た
、
農
地
を
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

だ
け
で
な
く
地
域
全
体
で
話
し
合

い
、
新
た
に
「
農
業
地
域
計
画
」
を

立
て
て
い
く
必
要
が
る
。
来
年
度
以

降
、
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
中

で
、
担
い
手
の
検
討
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
道
設
備
の
老
朽
化
と
と
も
に
漏

水
も
増
え
て
い
る
現
状
の
中
、
設
備

の
更
新
が
必
要
と
思
う
が
、
将
来
的

な
水
道
料
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
本
町
の
水
道
料
金
は
、
他
町
村
と

比
較
し
て
も
安
く
据
え
置
か
れ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
設
備
の

老
朽
化
や
物
価
高
騰
が
進
み
、
今
後

に
お
い
て
、
町
の
財
政
面
を
圧
迫
し

て
い
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
、
町
民
へ
の
負
担
を
抑
え
て
き
た

経
緯
と
、
昨
今
の
物
価
高
騰
も
あ

り
、
す
ぐ
の
値
上
げ
は
難
し
い
と

思
っ
て
い
る
が
、
長
期
的
な
計
画
の

中
で
、
い
ず
れ
料
金
を
見
直
す
時
期

が
来
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

※
質
疑
応
答
は
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
と
し
て
、
渡
辺
靖
代
さ
ん
（
河
岐
）

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
し

ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
７
年
10
月
24
日
ま
で

で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意渡辺靖代さん

わたなべやすよ

令
和
６
年
度 

補
正
予
算
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に
よ
り
、
地
域
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
も
強
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
を
継
続
し
、
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問
　
地
域
組
織
と
他
団
体
と
役
場
職
員

の
合
同
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
。
　
　

藤
井
総
務
課
長

答
　
三
川
自
治
協
議
会
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
図
上
訓
練
や
防
災
訓
練
の
実

施
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
大
変
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
思

う
。
今
年
行
っ
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
同
に
よ
る

避
難
所
設
営
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
の

基
盤
を
築
く
も
の
で
あ
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
一
層
高
め
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
繰
返
し
行
う
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
地
域
全
体
の
防
災
力
は
、
着
実
に

向
上
す
る
と
思
う
。
町
内
に
は
、
指
定

避
難
所
が
20
箇
所
あ
り
、
町
民
会
館
や

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
含
ま
れ
、
毎
年

度
、
避
難
所
開
設
担
当
と
な
る
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
手
順
等
を
確

認
し
て
い
る
が
、
地
域
と
の
共
同
訓
練

は
行
え
て
い
な
い
。
ま
ず
、
拠
点
と
な

る
こ
れ
ら
の
施
設
で
、
行
政
と
地
域
住

民
共
同
の
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

し
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し
合
い
、
共

に
地
域
を
守
る
体
制
を
築
い
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

問
　
同
一
想
定
の
防
災
訓
練
を
自
治

協
議
会
組
織
と
消
防
団
で
で
き
な
い

か
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
防
災
訓
練
の
重
要
性
は
、
近
年

の
自
然
災
害
の
頻
発
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
異
な

る
特
性
や
課
題
を
考
慮
し
、
消
防
団
や

自
治
協
議
会
な
ど
の
各
組
織
が
一
体
と

な
っ
た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
地

域
全
体
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
も
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
同
一
の
想
定
の
下
で
の
連
携
し
た
訓

練
を
行
う
こ
と
は
、
各
組
織
間
の
情
報

共
有
や
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
実

際
の
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
同
一
の
想
定
の
下
で
の
連
携
し

た
訓
練
も
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
関
係
機
関
や
地
域
住
民
が

参
加
す
る
訓
練
は
、
以
前
の
よ
う
に
町

内
５
つ
の
地
区
を
基
本
と
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
、
自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
等
の
関
係
者
が
情
報

交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
訓
練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と

思
う
。

問
　
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
進
捗
状

況
は
ど
の
程
度
か
。

　
　中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
本
町
水
道
施
設
の
耐
震
化
率

は
、
６
月
現
在
、
管
路
全
体
で
11
．

２
％
、
基
幹
管
路
で
は
19
．１
％
で
、

全
国
平
均
の
22
．０
％
よ
り
低
い
耐
震

化
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
浄
水
場

施
設
で
は
１
０
０
％
だ
が
、
場
内
の
原

水
導
水
管
は
耐
震
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

又
、
配
水
池
施
設
で
は
耐
震
化
率
が

61
％
だ
が
、
配
水
池
等
へ
の
送
水
管
は

耐
震
化
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
水
道
は
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
非
常
時
に
は
早
期
の
復
旧
が
必
要

と
な
る
た
め
基
幹
管
路
、
主
要
施
設
の

耐
震
化
は
早
期
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
道
施
設
の
整
備
計
画
と
水
道

料
金
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
整
備
計
画
は
、
平
成
28
年
度
に

「
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
て

い
る
。
各
簡
易
水
道
別
に
管
路
、
施
設

の
更
新
な
ど
の
整
備
を
40
年
間
分
計
画

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
は
「
あ
れ
が

問
　
役
場
職
員
が
よ
り
白
川
町
を
理

解
で
き
る
よ
う
高
知
県
黒
潮
町
を
参

考
に
地
域
担
当
制
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
職
員
が
地
域
に
出
向
く
こ
と

は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
、
課
題
を
把
握
す
る
上

で
も
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
防
災
に
お
い
て
は
、
住

民
の
主
体
性
が
育
た
ず
、
行
政
に
依

存
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
住
民
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
事

か
ら
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
地
域
に

出
向
い
て
活
動
を
行
う
取
り
組
み
と

し
て
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
始

め
た
。
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
地

域
住
民
と
直
接
対
話
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
防
災
対
策
や
自
助
・
共
助
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

問
防
災
計
画
と
訓
練
に
つ
い
て

問
水
道
事
業
に
つ
い
て

と
り
暮
ら
し
高
齢
世
帯
は
平
成
22
年
に

３
９
０
世
帯
、
10
年
後
の
令
和
２
年
に

は
４
８
１
世
帯
で
あ
る
。
高
齢
世
帯
は

（
夫
65
歳
以
上
妻
60
歳
以
上
）
平
成
22

年
５
４
４
世
帯
、
令
和
２
年
に
は
５
９

４
世
帯
で
ど
ち
ら
も
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。

問
　
自
主
防
災
を
大
前
提
と
し
て
も
、

避
難
指
示
が
出
た
際
に
避
難
を
し
な
い

選
択
を
す
る
人
も
い
る
。そ
れ
は
避
難
し

な
い
の
で
は
な
く
、避
難
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。行
政
に
よ
る
個
々

の
住
民
と
の
伝
達
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
防
災
行
政
無
線
や
音
声
告
知
端
末

機
を
活
用
し
て
い
る
。
す
ぐ
メ
ー
ル
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
手
段
も
取
り
入
れ
、
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
迅
速
な
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
な
ど
の
関

係
者
が
連
携
し
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援

を
行
う
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
現

在
自
治
会
等
の
自
主
防
災
組
織
に
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
災
害
図
上
訓
練
や
安
否
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
す
で
に
個
別
避
難
計
画
作
成
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

災
害
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
、身
体
機

能
や
病
歴
を
含
む
留
意
事
項
が
丁
寧
に

記
さ
れ
た
大
変
現
実
的
に
ひ
と
目
で
わ

か
る
行
動
計
画
で
あ
る
。今
後
の
町
の

個
別
避
難
計
画
作
成
へ
の
取
り
組
み
の

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。長尾

保
健
福
祉
課
長

答
　
令
和
３
年
に
改
正
施
行
さ
れ
た
災

害
対
策
基
本
法
で
避
難
行
動
要
支
援
者

ご
と
の
個
別
避
難
計
画
作
成
は
、
努
力

義
務
で
あ
る
。

　
一
方
平
成
25
年
改
正
施
行
の
災
害
対

策
基
本
法
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
は
市
町
村
の
義
務
と
さ
れ

て
い
る
。

　
町
で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制

度
の
対
象
と
し
て
、
介
護
認
定
で
要
介

護
３
〜
５
の
認
定
の
方
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
で
１
・
２
級
を
取
得
の
方
、
療

育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の
方
、
そ
の

他
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
を
避
難
行
動

要
支
援
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
。
登

録
者
数
は
１
，０
７
４
人
。
ま
た
本
人

希
望
で
、
民
生
委
員
に
個
別
支
援
計
画

に
準
ず
る
内
容
の
把
握
を
お
願
い
し
、

現
在
３
６
８
人
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が

十
分
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
台
帳
が
更

新
さ
れ
る
仕
組
み
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
は
そ
の
台
帳
と
個
別
支
援
計

画
に
向
け
た
把
握
情
報
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
公
的
資
源
は
限
ら
れ
て
い
る
。
町
民

の
皆
様
に
は
、
日
頃
を
通
じ
て
災
害
時

に
ど
う
非
難
す
る
の
か
、
誰
に
助
け
を

求
め
る
の
か
を
、
ご
家
族
ご
親
戚
・
ご

近
所
と
話
を
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
強
く
お
願
い
し
た
い
。

問
　
個
別
避
難
計
画
は
町
で
事
業
化
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
来
年
度
か
ら
の
新
庁
舎
内
の
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
改
め
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　本
町
は
広
大
な
面
積
を
有
し
、
各
地

区
ご
と
に
生
活
環
境
に
大
き
な
差
が
あ

る
。
町
民
の
約
10
分
の
１
の
人
が
、
何

ら
か
の
疾
病
や
障
が
い
を
有
す
る
。
災

害
対
策
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
欠
か
せ
な

い
。
今
後
の
要
支
援
者
の
災
害
時
個
別

避
難
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
　
現
在
、独
居
世
帯
や
高
齢
世
帯
の

数
と
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
年
々
大
災
害
に
対
す
る
警
戒
が
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
要
支
援
者
へ
の
避

難
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
国
勢
調
査
に
基
づ
く
件
数
で
は
、
ひ

問
要
支
援
者
個
別
避
難
計
画
に

つ
い
て

高齢者のいる世帯の構成比の推移
（一般世帯に占める割合）

（％）

資料：国勢調査

R2

16.8

20.8

H27

14.7

19.1

H22

12.5

17.5

H17

9.9

16.7

H12

8.1

15.1

ひとり暮らし
高齢世帯

高齢世帯

うめだ

梅田みつよ 議員伊佐治優 議員
いさじ まさる

4
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

一般質問の様子
が、YouTube（動
画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。
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に
よ
り
、
地
域
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
も
強
化

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
今
後
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
を
継
続
し
、
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
。

問
　
地
域
組
織
と
他
団
体
と
役
場
職
員

の
合
同
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
。
　
　

藤
井
総
務
課
長

答
　
三
川
自
治
協
議
会
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
図
上
訓
練
や
防
災
訓
練
の
実

施
は
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
大
変
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と
思

う
。
今
年
行
っ
た
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

の
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
同
に
よ
る

避
難
所
設
営
訓
練
は
、
災
害
発
生
時
に

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
の

基
盤
を
築
く
も
の
で
あ
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
連
携
を
一
層
高
め
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
繰
返
し
行
う
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
防
災
意
識
が
高
ま

り
、
地
域
全
体
の
防
災
力
は
、
着
実
に

向
上
す
る
と
思
う
。
町
内
に
は
、
指
定

避
難
所
が
20
箇
所
あ
り
、
町
民
会
館
や

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
も
含
ま
れ
、
毎
年

度
、
避
難
所
開
設
担
当
と
な
る
職
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
ご
と
に
手
順
等
を
確

認
し
て
い
る
が
、
地
域
と
の
共
同
訓
練

は
行
え
て
い
な
い
。
ま
ず
、
拠
点
と
な

る
こ
れ
ら
の
施
設
で
、
行
政
と
地
域
住

民
共
同
の
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

し
、
行
政
と
住
民
が
協
力
し
合
い
、
共

に
地
域
を
守
る
体
制
を
築
い
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

問
　
同
一
想
定
の
防
災
訓
練
を
自
治

協
議
会
組
織
と
消
防
団
で
で
き
な
い

か
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
防
災
訓
練
の
重
要
性
は
、
近
年

の
自
然
災
害
の
頻
発
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
。
地
域
ご
と
に
異
な

る
特
性
や
課
題
を
考
慮
し
、
消
防
団
や

自
治
協
議
会
な
ど
の
各
組
織
が
一
体
と

な
っ
た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
地

域
全
体
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
も
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
同
一
の
想
定
の
下
で
の
連
携
し
た
訓

練
を
行
う
こ
と
は
、
各
組
織
間
の
情
報

共
有
や
役
割
分
担
が
明
確
に
な
り
、
実

際
の
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
が

可
能
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
同
一
の
想
定
の
下
で
の
連
携
し

た
訓
練
も
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
関
係
機
関
や
地
域
住
民
が

参
加
す
る
訓
練
は
、
以
前
の
よ
う
に
町

内
５
つ
の
地
区
を
基
本
と
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
、
災
害
対
策
連
絡

協
議
会
な
ど
の
場
を
通
じ
て
、
自
主
防

災
組
織
や
消
防
団
等
の
関
係
者
が
情
報

交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
訓
練
を
行
っ
て
は
ど
う
か
と

思
う
。

問
　
水
道
施
設
の
耐
震
化
の
進
捗
状

況
は
ど
の
程
度
か
。

　
　中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
本
町
水
道
施
設
の
耐
震
化
率

は
、
６
月
現
在
、
管
路
全
体
で
11
．

２
％
、
基
幹
管
路
で
は
19
．１
％
で
、

全
国
平
均
の
22
．０
％
よ
り
低
い
耐
震

化
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
主
要
施
設
の
耐
震
化
率
は
、
浄
水
場

施
設
で
は
１
０
０
％
だ
が
、
場
内
の
原

水
導
水
管
は
耐
震
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

又
、
配
水
池
施
設
で
は
耐
震
化
率
が

61
％
だ
が
、
配
水
池
等
へ
の
送
水
管
は

耐
震
化
で
き
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

　
水
道
は
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
非
常
時
に
は
早
期
の
復
旧
が
必
要

と
な
る
た
め
基
幹
管
路
、
主
要
施
設
の

耐
震
化
は
早
期
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
水
道
施
設
の
整
備
計
画
と
水
道

料
金
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
整
備
計
画
は
、
平
成
28
年
度
に

「
水
道
事
業
経
営
戦
略
」
を
策
定
し
て

い
る
。
各
簡
易
水
道
別
に
管
路
、
施
設

の
更
新
な
ど
の
整
備
を
40
年
間
分
計
画

し
た
も
の
で
あ
る
。
現
状
は
「
あ
れ
が

問
　
役
場
職
員
が
よ
り
白
川
町
を
理

解
で
き
る
よ
う
高
知
県
黒
潮
町
を
参

考
に
地
域
担
当
制
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
職
員
が
地
域
に
出
向
く
こ
と

は
、
住
民
と
の
信
頼
関
係
構
築
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
、
課
題
を
把
握
す
る
上

で
も
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
防
災
に
お
い
て
は
、
住

民
の
主
体
性
が
育
た
ず
、
行
政
に
依

存
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。

　
地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
住
民
自
身
が
主
体
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
事

か
ら
、
令
和
４
年
度
か
ら
は
地
域
に

出
向
い
て
活
動
を
行
う
取
り
組
み
と

し
て
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
始

め
た
。
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
地

域
住
民
と
直
接
対
話
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
防
災
対
策
や
自
助
・
共
助
の

重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

問
防
災
計
画
と
訓
練
に
つ
い
て

問
水
道
事
業
に
つ
い
て

と
り
暮
ら
し
高
齢
世
帯
は
平
成
22
年
に

３
９
０
世
帯
、
10
年
後
の
令
和
２
年
に

は
４
８
１
世
帯
で
あ
る
。
高
齢
世
帯
は

（
夫
65
歳
以
上
妻
60
歳
以
上
）
平
成
22

年
５
４
４
世
帯
、
令
和
２
年
に
は
５
９

４
世
帯
で
ど
ち
ら
も
年
々
増
加
傾
向
で

あ
る
。

問
　
自
主
防
災
を
大
前
提
と
し
て
も
、

避
難
指
示
が
出
た
際
に
避
難
を
し
な
い

選
択
を
す
る
人
も
い
る
。そ
れ
は
避
難
し

な
い
の
で
は
な
く
、避
難
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
か
。行
政
に
よ
る
個
々

の
住
民
と
の
伝
達
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
防
災
行
政
無
線
や
音
声
告
知
端
末

機
を
活
用
し
て
い
る
。
す
ぐ
メ
ー
ル
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
手
段
も
取
り
入
れ
、
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
迅
速
な
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。

　
自
主
防
災
組
織
や
消
防
団
な
ど
の
関

係
者
が
連
携
し
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援

を
行
う
体
制
を
強
化
す
る
た
め
に
、
現

在
自
治
会
等
の
自
主
防
災
組
織
に
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
で
、
災
害
図
上
訓
練
や
安
否
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
す
で
に
個
別
避
難
計
画
作
成
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

災
害
リ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
、身
体
機

能
や
病
歴
を
含
む
留
意
事
項
が
丁
寧
に

記
さ
れ
た
大
変
現
実
的
に
ひ
と
目
で
わ

か
る
行
動
計
画
で
あ
る
。今
後
の
町
の

個
別
避
難
計
画
作
成
へ
の
取
り
組
み
の

方
針
は
ど
の
よ
う
か
。長尾

保
健
福
祉
課
長

答
　
令
和
３
年
に
改
正
施
行
さ
れ
た
災

害
対
策
基
本
法
で
避
難
行
動
要
支
援
者

ご
と
の
個
別
避
難
計
画
作
成
は
、
努
力

義
務
で
あ
る
。

　
一
方
平
成
25
年
改
正
施
行
の
災
害
対

策
基
本
法
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
は
市
町
村
の
義
務
と
さ
れ

て
い
る
。

　
町
で
は
避
難
行
動
要
支
援
者
支
援
制

度
の
対
象
と
し
て
、
介
護
認
定
で
要
介

護
３
〜
５
の
認
定
の
方
、
身
体
障
が
い

者
手
帳
で
１
・
２
級
を
取
得
の
方
、
療

育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
、
精
神
障
が
い
者

保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の
方
、
そ
の

他
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
を
避
難
行
動

要
支
援
者
台
帳
に
登
録
し
て
い
る
。
登

録
者
数
は
１
，０
７
４
人
。
ま
た
本
人

希
望
で
、
民
生
委
員
に
個
別
支
援
計
画

に
準
ず
る
内
容
の
把
握
を
お
願
い
し
、

現
在
３
６
８
人
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が

十
分
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
台
帳
が
更

新
さ
れ
る
仕
組
み
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
今
後
は
そ
の
台
帳
と
個
別
支
援
計

画
に
向
け
た
把
握
情
報
の
見
直
し
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
公
的
資
源
は
限
ら
れ
て
い
る
。
町
民

の
皆
様
に
は
、
日
頃
を
通
じ
て
災
害
時

に
ど
う
非
難
す
る
の
か
、
誰
に
助
け
を

求
め
る
の
か
を
、
ご
家
族
ご
親
戚
・
ご

近
所
と
話
を
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
強
く
お
願
い
し
た
い
。

問
　
個
別
避
難
計
画
は
町
で
事
業
化
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
来
年
度
か
ら
の
新
庁
舎
内
の
シ
ス

テ
ム
の
中
で
、
改
め
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　本
町
は
広
大
な
面
積
を
有
し
、
各
地

区
ご
と
に
生
活
環
境
に
大
き
な
差
が
あ

る
。
町
民
の
約
10
分
の
１
の
人
が
、
何

ら
か
の
疾
病
や
障
が
い
を
有
す
る
。
災

害
対
策
は
ま
ち
づ
く
り
に
も
欠
か
せ
な

い
。
今
後
の
要
支
援
者
の
災
害
時
個
別

避
難
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
　
現
在
、独
居
世
帯
や
高
齢
世
帯
の

数
と
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　長
尾
保
健
福
祉
課
長

答
　
年
々
大
災
害
に
対
す
る
警
戒
が
高

ま
っ
て
い
る
た
め
、
要
支
援
者
へ
の
避

難
計
画
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
国
勢
調
査
に
基
づ
く
件
数
で
は
、
ひ

問
要
支
援
者
個
別
避
難
計
画
に

つ
い
て

高齢者のいる世帯の構成比の推移
（一般世帯に占める割合）

（％）

資料：国勢調査

R2

16.8

20.8

H27

14.7

19.1

H22

12.5

17.5

H17

9.9

16.7

H12

8.1

15.1

ひとり暮らし
高齢世帯

高齢世帯

うめだ

梅田みつよ 議員伊佐治優 議員
いさじ まさる

4
人
の
議
員
が
登
壇

一
般
質
問

一般質問の様子
が、YouTube（動
画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。
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壊
れ
た
、
こ
れ
が
壊
れ
た
」
が
先
行
し

て
い
る
事
や
財
政
面
で
、
計
画
通
り
進

ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
道
使
用
量
、
水
道
料
金
の
減
少
も

あ
り
、
水
道
事
業
の
運
営
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
施
設
整
備
は
、
施
設
規
模
の

適
正
化
、
管
路
は
基
幹
管
路
を
中
心
と

し
、
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え
に
よ
る
強

靭
化
を
優
先
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
又
、
水
道
事
業
の
継
続
的
な
運

営
に
は
、
水
道
料
金
の
見
直
し
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。
経
営
状
況
の
把
握
な

ど
を
行
い
新
料
金
へ
の
見
直
し
を
行
う

に
は
、
３
年
は
か
か
る
見
通
し
で
あ

り
、
早
期
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
つ
い
て
白
川

町
で
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
岐
阜
県
内
で
は

各
務
原
市
が
目
標
値
を
超
え
る
値
で
検

出
さ
れ
て
い
る
。
又
、
垂
井
町
、
関
市

で
目
標
値
以
下
だ
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
10
月
に
各
簡
易
水

道
の
原
水
12
箇
所
全
て
で
水
質
検
査
を

行
い
、
全
て
の
箇
所
で
「
不
検
出
」
で

あ
っ
た
。
今
後
も
、
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
供

発
想
で
、
体
験
村
を
経
営
し
て
み
た
い

移
住
者
を
募
集
し
て
は
い
か
が
か
と
考

え
質
問
す
る
。

問
　
体
験
村
の
経
営・管
理
状
態
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
渡
口
企
画
課
長

答
　
施
設
は
、
管
理
人
１
名
と
パ
ー
ト

従
業
員
６
名
で
管
理
し
て
い
る
。

　
直
近
10
年
間
の
経
営
状
態
を
み
る

と
、
売
上
と
な
る
利
用
料
収
入
は
コ
ロ

ナ
前
ま
で
平
均
約
６
０
０
万
円
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
平
均
約
４
０
０
万

円
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
か
ら
は
、
以

前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
施
設
別
利
用
料
収
入
は
、
い
ろ
り
の

家
が
約
64
％
、
次
い
で
15
人
定
員
の
コ

テ
ー
ジ
が
約
26
％
で
あ
り
、
主
な
収
入

と
な
る
。

　
対
し
て
支
出
は
、
町
有
施
設
の
使
用

料
が
約
50
％
、
次
い
で
人
件
費
が
約

18
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
光
熱
水

費
と
い
っ
た
経
常
経
費
と
な
る
。

　
収
入
か
ら
支
出
す
る
部
分
を
差
引

し
、
毎
年
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
繰
越
を

も
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
。

問
　
夏
は
入
場
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、冬
場
の
利
用
は
ど
の
よ
う
か
。

渡
口
企
画
課
長

答
　
年
に
よ
っ
て
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

コ
テ
ー
ジ
の
利
用
が
あ
る
が
、
川
遊
び

や
魚
釣
り
、
農
業
体
験
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る
キ
ャ

ン
プ
場
と
い
う
性
質
上
、
夏
場
の
利
用

が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
。

問
　
経
営
を
移
住
者
な
ど
に
委
託
す
る

に
あ
た
り
、問
題
点
は
あ
る
か
。

渡
口
企
画
課
長

答
　
体
験
村
は
指
定
管
理
者
制
度
を
活

用
し
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
基
本
公
募
に
よ
っ
て
管

理
運
営
先
を
決
定
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
が
、
施
設
設
置
の
経
緯
や
目
的
か
ら

地
域
と
の
協
働
に
よ
っ
て
運
営
す
べ
き

施
設
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
管
理
に
関

わ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
引
き
続

き
管
理
組
合
に
よ
る
運
営
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
、
公
募
で
は
な
く
指
定
管

理
者
を
選
定
し
て
い
る
。
指
定
管
理
期

間
が
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
期
間
ま
で
に
地
域
の

方
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
と
の
対
話

を
重
ね
な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

給
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
…
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

　
の
総
称
、
発
が
ん
性
な
ど
有
害
性
が
あ

　
り
製
造
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
見
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
良
い
の
か
を
考
え
る
と

き
、
や
は
り
移
住
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

頂
け
る
方
に
頼
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考

え
る
。

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、

１
．キ
ャ
ン
プ
場
経
営
を
任
せ
る

２
．居
酒
屋
・
定
食
屋
経
営
者
の
募
集

３
．森
林
隊
員
の
募
集

４
．農
業
の
展
開

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
佐
見

の
魅
力
の
一
つ
佐
見
川
キ
ャ
ン
プ
場
、

コ
テ
ー
ジ
に
注
目
し
た
。

　
せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と

体
験
村
は
管
理
者
の
方
の
お
蔭
で
、
管

理
は
行
き
届
い
て
い
る
が
、
利
用
者
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た

もりや

問
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村

に
つ
い
て

たぐち　もりや

田口守也 議員

ふるさと体験村いろり
の家（コテージ）

育
活
動
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
の
一
つ
が
修
学
旅
行
先
で
の
白
川

茶
の
販
売
に
も
つ
な
が
り
、
新
聞
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
　

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
基
本
的
に
は
学

校
の
教
育
活
動
と
し
て
学
校
裁
量
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
白
川
町
新
し
い
学
校
づ
く
り
検

討
委
員
会
で
は
今
後
の
学
校
の
統
合

を
見
据
え
て
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
望
ま
し
い
か
、
そ
の
素

案
を
つ
く
り
、
統
合
後
の
新
た
な
学

校
に
提
供
し
、
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
対
し
て
町

内
企
業
や
各
種
団
体
と
の
繋
が
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
、
協
力
す
る
企
業
へ
の

商
品
開
発
へ
の
補
助
を
す
る
な
ど
の
考

え
は
あ
る
か
。
　
　
渡
口
企
画
課
長

答
　
名
古
屋
市
立
大
学
の
学
生
と
町

内
の
中
学
生
が
交
わ
る
取
り
組
み
を
、

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
や
移
住
さ
れ
た
方
か
ら
学
ん
だ

り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
支
援
を
受
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
発
信
力
を
養
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
の
醸

成
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
職
場
体
験
や
、
管

内
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
ワ
ー

ク
ド
ッ
ト
協
同
組
合
が
主
体
と
な
り
、

行
政
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

内
の
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
Ｏ
Ｂ

や
現
役
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
商
工

会
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
「
町

内
企
業
や
各
種
団
体
と
の
繋
が
り
を
サ

ポ
ー
ト
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
高

校
生
ま
で
対
象
を
広
げ
、
新
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
ご
質
問
に
あ
っ
た
商
品
開
発
へ
の
補

助
は
「
ま
ち
お
こ
し
推
進
補
助
金
」
や

「
白
川
茶
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
補

助
金
」
と
い
っ
た
制
度
で
、
団
体
や
企

業
が
中
学
生
や
高
校
生
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
取
り
組
む
事
業
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
認
知
を
上
げ
つ

つ
先
ほ
ど
述
べ
た
事
業
も
展
開
す
る
こ

と
で
、
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
支
援
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。

　
こ
こ
最
近
、
闇
バ
イ
ト
と
言
わ
れ
る

短
絡
的
か
つ
凶
悪
な
犯
罪
が
多
発
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
犯
罪
に
対
し
て
効
果
を
あ

げ
る
の
が
防
犯
カ
メ
ラ
で
あ
り
、
住
民

の
安
全
安
心
を
担
う
た
め
に
も
で
き
る

だ
け
早
い
設
置
が
必
要
で
あ
る
た
め
自

治
会
へ
の
防
犯
灯
に
対
す
る
補
助
を
防

犯
カ
メ
ラ
へ
も
広
げ
る
べ
き
だ
と
考
え

質
問
を
す
る
。

問
　
以
前
、
三
戸
議
員
か
ら
同
様
の

質
問
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
、
行
政
と

し
て
の
実
績
と
今
後
の
考
え
、
ま
た

自
治
会
・
協
議
会
へ
の
対
応
も
併
せ

て
お
聞
き
す
る
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
三
戸
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
の

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
１
回
目
は
令
和
３
年
12
月
の
議
会
に

お
い
て
、
同
年
９
月
に
発
生
し
た
黒
川

地
内
遠
ケ
根
峠
の
県
道
側
溝
グ
レ
ー
チ

ン
グ
蓋
の
窃
盗
事
件
に
触
れ
防
犯
カ
メ

ラ
に
関
す
る
質
問
と
提
案
を
受
け
、
令

和
４
年
度
に
各
地
区
の
出
入
り
口
に
当

た
る
国
道
と
県
道
の
10
箇
所
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。

　
２
回
目
は
令
和
５
年
３
月
の
議
会
に

お
い
て
「
自
治
会
等
に
よ
る
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
導
入
の

考
え
は
あ
る
か
？
」
と
の
質
問
が
あ
り

「
現
時
点
で
は
そ
の
考
え
は
な
い
。
自

治
会
に
よ
る
設
置
よ
り
も
町
が
主
体
と

な
り
設
置
す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
答

弁
し
た
。

　
こ
の
理
由
は
、
設
置
ま
で
の
準
備
や

設
置
後
の
管
理
へ
の
自
治
会
の
負
担
が

相
当
大
き
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　
先
日
、
白
川
中
学
校
で
３
年
生
の
生

徒
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
白
川
町
」
を

テ
ー
マ
に
、
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
考

え
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
は
、
郷
土
愛

の
醸
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
若
者

が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
白
川
町
に
近
づ

く
と
考
え
質
問
す
る
。

問
　
今
回
の
活
動
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
教
育
に
該
当
し
、
郷
土
愛
の
醸
成

に
大
き
く
資
す
る
も
の
で
と
て
も
重

要
だ
と
考
え
る
。
ま
ち
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
、
今
後
に
お
い
て
も
推

進
の
意
思
が
あ
る
か
お
聞
き
す
る
。

　
　鈴
村
教
育
長

答
　
白
川
中
学
校
の
発
表
は
、
教
育

委
員
会
の
方
針
と
重
点
の
中
の
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
踏
ま
え
て
実
践
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
は
、
町

内
の
す
べ
て
の
学
校
で
「
特
色
あ
る
教

問
中
学
生
の
思
い
の
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
に

つ
い
て

さえき よしのり
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壊
れ
た
、
こ
れ
が
壊
れ
た
」
が
先
行
し

て
い
る
事
や
財
政
面
で
、
計
画
通
り
進

ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
道
使
用
量
、
水
道
料
金
の
減
少
も

あ
り
、
水
道
事
業
の
運
営
が
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
施
設
整
備
は
、
施
設
規
模
の

適
正
化
、
管
路
は
基
幹
管
路
を
中
心
と

し
、
耐
震
管
へ
の
布
設
替
え
に
よ
る
強

靭
化
を
優
先
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。
又
、
水
道
事
業
の
継
続
的
な
運

営
に
は
、
水
道
料
金
の
見
直
し
も
必
要

と
考
え
て
い
る
。
経
営
状
況
の
把
握
な

ど
を
行
い
新
料
金
へ
の
見
直
し
を
行
う

に
は
、
３
年
は
か
か
る
見
通
し
で
あ

り
、
早
期
に
着
手
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
つ
い
て
白
川

町
で
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
中
村
建
設
環
境
課
長

答
　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
岐
阜
県
内
で
は

各
務
原
市
が
目
標
値
を
超
え
る
値
で
検

出
さ
れ
て
い
る
。
又
、
垂
井
町
、
関
市

で
目
標
値
以
下
だ
が
検
出
さ
れ
て
い

る
。

　
本
町
で
は
、
昨
年
10
月
に
各
簡
易
水

道
の
原
水
12
箇
所
全
て
で
水
質
検
査
を

行
い
、
全
て
の
箇
所
で
「
不
検
出
」
で

あ
っ
た
。
今
後
も
、
情
報
収
集
を
行
い

な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
供

発
想
で
、
体
験
村
を
経
営
し
て
み
た
い

移
住
者
を
募
集
し
て
は
い
か
が
か
と
考

え
質
問
す
る
。

問
　
体
験
村
の
経
営・管
理
状
態
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
渡
口
企
画
課
長

答
　
施
設
は
、
管
理
人
１
名
と
パ
ー
ト

従
業
員
６
名
で
管
理
し
て
い
る
。

　
直
近
10
年
間
の
経
営
状
態
を
み
る

と
、
売
上
と
な
る
利
用
料
収
入
は
コ
ロ

ナ
前
ま
で
平
均
約
６
０
０
万
円
で
あ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
平
均
約
４
０
０
万

円
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
か
ら
は
、
以

前
の
水
準
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

　
施
設
別
利
用
料
収
入
は
、
い
ろ
り
の

家
が
約
64
％
、
次
い
で
15
人
定
員
の
コ

テ
ー
ジ
が
約
26
％
で
あ
り
、
主
な
収
入

と
な
る
。

　
対
し
て
支
出
は
、
町
有
施
設
の
使
用

料
が
約
50
％
、
次
い
で
人
件
費
が
約

18
％
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
他
光
熱
水

費
と
い
っ
た
経
常
経
費
と
な
る
。

　
収
入
か
ら
支
出
す
る
部
分
を
差
引

し
、
毎
年
１
０
０
万
円
ほ
ど
の
繰
越
を

も
っ
て
運
営
を
し
て
い
る
。

問
　
夏
は
入
場
者
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、冬
場
の
利
用
は
ど
の
よ
う
か
。

渡
口
企
画
課
長

答
　
年
に
よ
っ
て
は
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

コ
テ
ー
ジ
の
利
用
が
あ
る
が
、
川
遊
び

や
魚
釣
り
、
農
業
体
験
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る
キ
ャ

ン
プ
場
と
い
う
性
質
上
、
夏
場
の
利
用

が
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
る
。

問
　
経
営
を
移
住
者
な
ど
に
委
託
す
る

に
あ
た
り
、問
題
点
は
あ
る
か
。

渡
口
企
画
課
長

答
　
体
験
村
は
指
定
管
理
者
制
度
を
活

用
し
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
基
本
公
募
に
よ
っ
て
管

理
運
営
先
を
決
定
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
が
、
施
設
設
置
の
経
緯
や
目
的
か
ら

地
域
と
の
協
働
に
よ
っ
て
運
営
す
べ
き

施
設
で
あ
り
、
地
域
住
民
が
管
理
に
関

わ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
た
め
、
引
き
続

き
管
理
組
合
に
よ
る
運
営
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
し
、
公
募
で
は
な
く
指
定
管

理
者
を
選
定
し
て
い
る
。
指
定
管
理
期

間
が
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
こ
の
期
間
ま
で
に
地
域
の

方
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
方
と
の
対
話

を
重
ね
な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

給
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
…
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

　
の
総
称
、
発
が
ん
性
な
ど
有
害
性
が
あ

　
り
製
造
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　
佐
見
を
活
性
化
さ
せ
る
に
は
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
良
い
の
か
を
考
え
る
と

き
、
や
は
り
移
住
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
し
て

頂
け
る
方
に
頼
る
こ
と
も
重
要
だ
と
考

え
る
。

　
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、

１
．キ
ャ
ン
プ
場
経
営
を
任
せ
る

２
．居
酒
屋
・
定
食
屋
経
営
者
の
募
集

３
．森
林
隊
員
の
募
集

４
．農
業
の
展
開

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
回
は
佐
見

の
魅
力
の
一
つ
佐
見
川
キ
ャ
ン
プ
場
、

コ
テ
ー
ジ
に
注
目
し
た
。

　
せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と

体
験
村
は
管
理
者
の
方
の
お
蔭
で
、
管

理
は
行
き
届
い
て
い
る
が
、
利
用
者
が

伸
び
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た

もりや

問
美
濃
白
川
ふ
る
さ
と
体
験
村

に
つ
い
て

たぐち　もりや

田口守也 議員

ふるさと体験村いろり
の家（コテージ）

育
活
動
」
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
の
一
つ
が
修
学
旅
行
先
で
の
白
川

茶
の
販
売
に
も
つ
な
が
り
、
新
聞
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
　

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
基
本
的
に
は
学

校
の
教
育
活
動
と
し
て
学
校
裁
量
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
と
し
て
こ

れ
か
ら
も
支
援
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
白
川
町
新
し
い
学
校
づ
く
り
検

討
委
員
会
で
は
今
後
の
学
校
の
統
合

を
見
据
え
て
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
望
ま
し
い
か
、
そ
の
素

案
を
つ
く
り
、
統
合
後
の
新
た
な
学

校
に
提
供
し
、
活
用
し
て
も
ら
う
よ

う
調
査
研
究
を
し
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
対
し
て
町

内
企
業
や
各
種
団
体
と
の
繋
が
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
り
、
協
力
す
る
企
業
へ
の

商
品
開
発
へ
の
補
助
を
す
る
な
ど
の
考

え
は
あ
る
か
。
　
　
渡
口
企
画
課
長

答
　
名
古
屋
市
立
大
学
の
学
生
と
町

内
の
中
学
生
が
交
わ
る
取
り
組
み
を
、

来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
や
移
住
さ
れ
た
方
か
ら
学
ん
だ

り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
支
援
を
受
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
発
信
力
を
養
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
の
醸

成
に
資
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
学
生
の
職
場
体
験
や
、
管

内
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
ワ
ー

ク
ド
ッ
ト
協
同
組
合
が
主
体
と
な
り
、

行
政
の
支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

内
の
企
業
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
Ｏ
Ｂ

や
現
役
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
商
工

会
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
「
町

内
企
業
や
各
種
団
体
と
の
繋
が
り
を
サ

ポ
ー
ト
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
高

校
生
ま
で
対
象
を
広
げ
、
新
年
度
か
ら

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　
ご
質
問
に
あ
っ
た
商
品
開
発
へ
の
補

助
は
「
ま
ち
お
こ
し
推
進
補
助
金
」
や

「
白
川
茶
新
商
品
等
開
発
支
援
事
業
補

助
金
」
と
い
っ
た
制
度
で
、
団
体
や
企

業
が
中
学
生
や
高
校
生
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
取
り
組
む
事
業
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
認
知
を
上
げ
つ

つ
先
ほ
ど
述
べ
た
事
業
も
展
開
す
る
こ

と
で
、
よ
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
く
な

る
よ
う
な
支
援
に
繋
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
る
。

　
こ
こ
最
近
、
闇
バ
イ
ト
と
言
わ
れ
る

短
絡
的
か
つ
凶
悪
な
犯
罪
が
多
発
し
て

い
る
。

　
こ
う
し
た
犯
罪
に
対
し
て
効
果
を
あ

げ
る
の
が
防
犯
カ
メ
ラ
で
あ
り
、
住
民

の
安
全
安
心
を
担
う
た
め
に
も
で
き
る

だ
け
早
い
設
置
が
必
要
で
あ
る
た
め
自

治
会
へ
の
防
犯
灯
に
対
す
る
補
助
を
防

犯
カ
メ
ラ
へ
も
広
げ
る
べ
き
だ
と
考
え

質
問
を
す
る
。

問
　
以
前
、
三
戸
議
員
か
ら
同
様
の

質
問
が
あ
っ
た
が
そ
の
後
、
行
政
と

し
て
の
実
績
と
今
後
の
考
え
、
ま
た

自
治
会
・
協
議
会
へ
の
対
応
も
併
せ

て
お
聞
き
す
る
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
三
戸
議
員
か
ら
の
一
般
質
問
の

そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　
１
回
目
は
令
和
３
年
12
月
の
議
会
に

お
い
て
、
同
年
９
月
に
発
生
し
た
黒
川

地
内
遠
ケ
根
峠
の
県
道
側
溝
グ
レ
ー
チ

ン
グ
蓋
の
窃
盗
事
件
に
触
れ
防
犯
カ
メ

ラ
に
関
す
る
質
問
と
提
案
を
受
け
、
令

和
４
年
度
に
各
地
区
の
出
入
り
口
に
当

た
る
国
道
と
県
道
の
10
箇
所
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
。

　
２
回
目
は
令
和
５
年
３
月
の
議
会
に

お
い
て
「
自
治
会
等
に
よ
る
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
金
制
度
導
入
の

考
え
は
あ
る
か
？
」
と
の
質
問
が
あ
り

「
現
時
点
で
は
そ
の
考
え
は
な
い
。
自

治
会
に
よ
る
設
置
よ
り
も
町
が
主
体
と

な
り
設
置
す
る
の
が
望
ま
し
い
」
と
答

弁
し
た
。

　
こ
の
理
由
は
、
設
置
ま
で
の
準
備
や

設
置
後
の
管
理
へ
の
自
治
会
の
負
担
が

相
当
大
き
い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　
先
日
、
白
川
中
学
校
で
３
年
生
の
生

徒
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
白
川
町
」
を

テ
ー
マ
に
、
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
考

え
を
持
ち
行
動
す
る
こ
と
は
、
郷
土
愛

の
醸
成
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
若
者

が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
白
川
町
に
近
づ

く
と
考
え
質
問
す
る
。

問
　
今
回
の
活
動
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
教
育
に
該
当
し
、
郷
土
愛
の
醸
成

に
大
き
く
資
す
る
も
の
で
と
て
も
重

要
だ
と
考
え
る
。
ま
ち
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
、
今
後
に
お
い
て
も
推

進
の
意
思
が
あ
る
か
お
聞
き
す
る
。

　
　鈴
村
教
育
長

答
　
白
川
中
学
校
の
発
表
は
、
教
育

委
員
会
の
方
針
と
重
点
の
中
の
「
ふ

る
さ
と
教
育
」
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
を
踏
ま
え
て
実
践
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
実
践
は
、
町

内
の
す
べ
て
の
学
校
で
「
特
色
あ
る
教

問
中
学
生
の
思
い
の
実
現
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
補
助
に

つ
い
て

さえき よしのり
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し
か
し
な
が
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
防
犯

対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
自
治
協
議
会
長
や
自
治
会
長

と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
今
回
、

佐
伯
議
員
か
ら
も
同
様
の
趣
旨
の
質
問

を
う
け
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会
等
の
意

向
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
自
治
会
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

問
　
防
犯
灯
設
置
へ
の
補
助
に
つ
い
て

近
年
の
傾
向
に
お
い
て
、
自
治
会
か
ら

の
設
置
の
要
望
が
高
い
の
か
、
そ
の
推

移
と
考
察
が
あ
れ
ば
お
聞
き
す
る
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
の
推
移
に

つ
い
て
、
こ
こ
３
年
間
で
新
規
設
置
は

39
件
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
１
４
５
件
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
今
年
度
分
は
11
月
末
時

点
の
数
値
で
あ
り
、
も
う
少
し
伸
び
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
40
の
自
治
会

の
う
ち
、
16
の
自
治
会
で
防
犯
灯
の
新

規
設
置
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
補
助
制

度
の
ニ
ー
ズ
は
確
か
に
あ
る
と
考
察
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
年
連
続
で
補
助
制

度
を
利
用
し
て
い
る
自
治
会
が
11
自
治

会
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
自
治

会
で
は
引
き
継
ぎ
が
し
っ
か
り
行
わ

れ
、
計
画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

ぎふ木遊館を視察
　11月29日、町議会議員が岐阜市にある
「ぎふ木遊館」を視察しました。
　この施設は、木と共生する文化を次世
代に伝えるための拠点として、令和２年に
開館しました。「ぎふ木育30年ビジョン」
を推進し、岐阜県の森林
に誇りと愛着を持っても
らうことを目指していま
す。
　今回の視察を通して、
岐阜県の木育について理
解を深めました。

㈱サイプレス・スナダヤを視察
　11月22日、町議会議員が愛媛県西条市にある㈱サ
イプレス・スナダヤ東予工場を視察しました。同社
は月に8,000本もの木材を使用し、柱材やCLT材の製
造を行う国内最大級の企業で、白川町産の東濃桧も
原材料として納入されています。CLT材は強度・耐火
性・自由な設計性に優れる一方、コスト面の課題も
ありますが、工期の短縮で全体事業費の削減が見込
めることから、現在計画中の校舎建設にCLT材の使用
が検討されています。
　今回の視察を通して、CLT材に対する知識を深める
とともに、町内産東濃桧の更なる活用について議論
しました。

高知県黒潮町の防災対策を視察
　11月21日、町議会議員が高知県黒潮町役場を訪問し、地震・津波などの災害対策について視察しまし
た。
　黒潮町では、東日本大震災発生から1年後に国から公表された南海トラフ地震の被害想定「最大震度7、

岐阜県選出  国会議員に要望
　12月16日、町議会議員と佐伯町
長で、今井雅人衆議院議員、渡辺猛
之、大野泰正両参議院議員を訪ね、
地方の発展や本町事業の更なる推進

加茂東部三町村で議員交流研修会を実施
　12月20日、加茂東部三町村（白川町、七宗町、東白川村）
の議会が毎年行っている議員交流研修会が開催されました。
今回は七宗町が主催となり、新丸山ダムの建設工事について
視察しました。

津波の高さ34.4m、津波到達時間2分」という厳しい条件に衝撃を
受け、町全体で震災対策に取り組む体制を構築してきました。役
場職員による防災地域担当制の導入や避難タワーの整備、住宅の
耐震補強を安価で行える仕組み作りなど、多岐にわたる対策を実
施しています。
　視察では、これらの取り組みについて説明を受け、意見交換が
行われました。黒潮町の危機感の強さに驚かされるとともに、本
町においても見習うべき点が多いことを実感し、防災意識をさら
に深める貴重な機会となりました。

について要望を行
いました。各議員
には、終始熱心に
耳を傾けていただ
き、今後の地方創
生について意見交
換しました。

　当日は、八百津町にある工事事務所で説
明を受けた後、工事現場を視察しました。
国内最大級の規模を誇るダム開発事業であ
る新丸山ダムのスケールの大きさに驚かさ
れるとともに、建設の目的や、DX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）技術を駆使した工事、働き方
改革の取り組みについて知見を深めました。

まちづくりに提案！

問
　
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
建
設
を
補
助

で
き
る
お
金
は
あ
り
ま
す
か
？

答
　
町
で
は
、
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
わ
せ
た
お
金
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
お
手
伝
い

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、
新
商

品
を
作
り
た
い
人
が
対
象
で
、
最
大

30
万
円
で
す
。

　
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
手
伝
い

は
、
お
店
を
作
っ
た
り
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
人
が
対
象
で
、

最
大
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ご
は
ん
屋
さ
ん
や
パ
ン
を
作
る
お

店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
方
が
利
用
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
　
古
民
家
を
改
築
し
て
手
も
み
茶

体
験
施
設
を
作
る
の
は
ど
う
で
す

か
？

答
　
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

で
す
ね
！

　
古
民
家
を
改
築
し
て
手
も
み
茶
体

験
施
設
を
作
る
こ
と
は
、
町
の
地
域

活
性
化
や
伝
統
文
化
の
継
承
、
そ
し

て
町
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
空
き
家
の

解
決
に
つ
な
が
る
非
常
に
魅
力
的
な

提
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
川
茶
の
認
知
度
を
上

げ
、
体
験
者
に
そ
の
魅
力
を
直
接
伝

え
る
良
い
手
段
に
も
な
り
ま
す
。
利

用
で
き
そ
う
な
空
き
家
、
古
民
家
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　自分達が考えた白川町の未来を提案したり質問を行うことで、白川町のまちづくりについて深く考えること
を目的に行われている子ども議会。今年は、白川・蘇原・黒川小学校の6年生児童、計４７人が参加しました。
　子ども達が考える「私たちの白川町をこんな町にしたい」を紹介します。
　（佐見小学校は、複式学級のため隔年の参加となり、今年の参加はありませんでした）

★提案！私たちの白川町をこんな町にしたい！★提案！私たちの白川町をこんな町にしたい！

役場執行部へ質問！役場執行部へ質問！

　実際の議場を使い、議長・議員役を務めた子どもたち。議場ならではの空気感に緊張の様子でしたが、子ども
たちのまちづくりに対する関心の高さに驚かされました。

議員さんへ質問！議員さんへ質問！

～ １２月１８日 子ども議会開会 ～

●白川町の自然を生かしながら、観光客を増やし、明るくにぎやかな楽しい白川町に
したい
●白川町の魅力を活かしながら、町内外の大人も子どもも満足できる白川町にしたい
●白川町の美しくきれいな自然を未来永劫に！
　ごみ拾いボランティアや天然記念物保護！
●高齢者が生活しやすい環境づくりをする施設を開設
　したい
●自然が豊かで、山や川がきれいな町にしたい
●自然や文化を生かした施設や体験

　隣の会議室では、議員に対する質問が行われ、議員の仕事や議会の仕組みに
ついて、堂々と質問していました。「議員をやっていて大変なことは何ですか？」と
いう質問では、議員が日々の活動の苦労を赤裸々に語る場面もあり、子どもたち
はその答えに真剣に耳を傾けていました。
　フリートークの時間では、「議員さんが議会の前日に体調を崩して、9人揃わな
かったらどうなりますか？」「総理大臣に会ったことはありますか？」といった、子ど
もならではの素朴な質問も飛び出しました。これに対して議員たちは笑顔を浮か
べながら真摯に答え、会場には終始和やかな雰囲気が広がりました。
　子どもたちの純粋な視点と議員たちの熱意が交わったこの日の会場は、白川
町の明るい未来への希望を感じさせるひとときとなりました。このような貴重な
経験が子どもたちの心に残り、将来の地域づくりに繋がることを期待していま
す。
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し
か
し
な
が
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
が
防
犯

対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
認
識

で
あ
り
、
自
治
協
議
会
長
や
自
治
会
長

と
共
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。
今
回
、

佐
伯
議
員
か
ら
も
同
様
の
趣
旨
の
質
問

を
う
け
た
こ
と
か
ら
、
自
治
会
等
の
意

向
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、
自
治
会
の

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
金
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

問
　
防
犯
灯
設
置
へ
の
補
助
に
つ
い
て

近
年
の
傾
向
に
お
い
て
、
自
治
会
か
ら

の
設
置
の
要
望
が
高
い
の
か
、
そ
の
推

移
と
考
察
が
あ
れ
ば
お
聞
き
す
る
。

　
　藤
井
総
務
課
長

答
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
の
推
移
に

つ
い
て
、
こ
こ
３
年
間
で
新
規
設
置
は

39
件
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
１
４
５
件
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
今
年
度
分
は
11
月
末
時

点
の
数
値
で
あ
り
、
も
う
少
し
伸
び
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
た
40
の
自
治
会

の
う
ち
、
16
の
自
治
会
で
防
犯
灯
の
新

規
設
置
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
補
助
制

度
の
ニ
ー
ズ
は
確
か
に
あ
る
と
考
察
し

て
い
る
。
ま
た
、
３
年
連
続
で
補
助
制

度
を
利
用
し
て
い
る
自
治
会
が
11
自
治

会
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
自
治

会
で
は
引
き
継
ぎ
が
し
っ
か
り
行
わ

れ
、
計
画
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

ぎふ木遊館を視察
　11月29日、町議会議員が岐阜市にある
「ぎふ木遊館」を視察しました。
　この施設は、木と共生する文化を次世
代に伝えるための拠点として、令和２年に
開館しました。「ぎふ木育30年ビジョン」
を推進し、岐阜県の森林
に誇りと愛着を持っても
らうことを目指していま
す。
　今回の視察を通して、
岐阜県の木育について理
解を深めました。

㈱サイプレス・スナダヤを視察
　11月22日、町議会議員が愛媛県西条市にある㈱サ
イプレス・スナダヤ東予工場を視察しました。同社
は月に8,000本もの木材を使用し、柱材やCLT材の製
造を行う国内最大級の企業で、白川町産の東濃桧も
原材料として納入されています。CLT材は強度・耐火
性・自由な設計性に優れる一方、コスト面の課題も
ありますが、工期の短縮で全体事業費の削減が見込
めることから、現在計画中の校舎建設にCLT材の使用
が検討されています。
　今回の視察を通して、CLT材に対する知識を深める
とともに、町内産東濃桧の更なる活用について議論
しました。

高知県黒潮町の防災対策を視察
　11月21日、町議会議員が高知県黒潮町役場を訪問し、地震・津波などの災害対策について視察しまし
た。
　黒潮町では、東日本大震災発生から1年後に国から公表された南海トラフ地震の被害想定「最大震度7、

岐阜県選出  国会議員に要望
　12月16日、町議会議員と佐伯町
長で、今井雅人衆議院議員、渡辺猛
之、大野泰正両参議院議員を訪ね、
地方の発展や本町事業の更なる推進

加茂東部三町村で議員交流研修会を実施
　12月20日、加茂東部三町村（白川町、七宗町、東白川村）
の議会が毎年行っている議員交流研修会が開催されました。
今回は七宗町が主催となり、新丸山ダムの建設工事について
視察しました。

津波の高さ34.4m、津波到達時間2分」という厳しい条件に衝撃を
受け、町全体で震災対策に取り組む体制を構築してきました。役
場職員による防災地域担当制の導入や避難タワーの整備、住宅の
耐震補強を安価で行える仕組み作りなど、多岐にわたる対策を実
施しています。
　視察では、これらの取り組みについて説明を受け、意見交換が
行われました。黒潮町の危機感の強さに驚かされるとともに、本
町においても見習うべき点が多いことを実感し、防災意識をさら
に深める貴重な機会となりました。

について要望を行
いました。各議員
には、終始熱心に
耳を傾けていただ
き、今後の地方創
生について意見交
換しました。

　当日は、八百津町にある工事事務所で説
明を受けた後、工事現場を視察しました。
国内最大級の規模を誇るダム開発事業であ
る新丸山ダムのスケールの大きさに驚かさ
れるとともに、建設の目的や、DX（デジタルトラ
ンスフォーメーション）技術を駆使した工事、働き方
改革の取り組みについて知見を深めました。

まちづくりに提案！

問
　
カ
フ
ェ
や
飲
食
店
建
設
を
補
助

で
き
る
お
金
は
あ
り
ま
す
か
？

答
　
町
で
は
、
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

と
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
に

合
わ
せ
た
お
金
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。

　
小
さ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
お
手
伝
い

は
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
り
、
新
商

品
を
作
り
た
い
人
が
対
象
で
、
最
大

30
万
円
で
す
。

　
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
手
伝
い

は
、
お
店
を
作
っ
た
り
、
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
人
が
対
象
で
、

最
大
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ご
は
ん
屋
さ
ん
や
パ
ン
を
作
る
お

店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
方
が
利
用
し
、
喜
ん
で
も
ら
え
る

活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問
　
古
民
家
を
改
築
し
て
手
も
み
茶

体
験
施
設
を
作
る
の
は
ど
う
で
す

か
？

答
　
と
て
も
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア

で
す
ね
！

　
古
民
家
を
改
築
し
て
手
も
み
茶
体

験
施
設
を
作
る
こ
と
は
、
町
の
地
域

活
性
化
や
伝
統
文
化
の
継
承
、
そ
し

て
町
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
空
き
家
の

解
決
に
つ
な
が
る
非
常
に
魅
力
的
な

提
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
白
川
茶
の
認
知
度
を
上

げ
、
体
験
者
に
そ
の
魅
力
を
直
接
伝

え
る
良
い
手
段
に
も
な
り
ま
す
。
利

用
で
き
そ
う
な
空
き
家
、
古
民
家
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　自分達が考えた白川町の未来を提案したり質問を行うことで、白川町のまちづくりについて深く考えること
を目的に行われている子ども議会。今年は、白川・蘇原・黒川小学校の6年生児童、計４７人が参加しました。
　子ども達が考える「私たちの白川町をこんな町にしたい」を紹介します。
　（佐見小学校は、複式学級のため隔年の参加となり、今年の参加はありませんでした）

★提案！私たちの白川町をこんな町にしたい！★提案！私たちの白川町をこんな町にしたい！

役場執行部へ質問！役場執行部へ質問！

　実際の議場を使い、議長・議員役を務めた子どもたち。議場ならではの空気感に緊張の様子でしたが、子ども
たちのまちづくりに対する関心の高さに驚かされました。

議員さんへ質問！議員さんへ質問！

～ １２月１８日 子ども議会開会 ～

●白川町の自然を生かしながら、観光客を増やし、明るくにぎやかな楽しい白川町に
したい
●白川町の魅力を活かしながら、町内外の大人も子どもも満足できる白川町にしたい
●白川町の美しくきれいな自然を未来永劫に！
　ごみ拾いボランティアや天然記念物保護！
●高齢者が生活しやすい環境づくりをする施設を開設
　したい
●自然が豊かで、山や川がきれいな町にしたい
●自然や文化を生かした施設や体験

　隣の会議室では、議員に対する質問が行われ、議員の仕事や議会の仕組みに
ついて、堂々と質問していました。「議員をやっていて大変なことは何ですか？」と
いう質問では、議員が日々の活動の苦労を赤裸々に語る場面もあり、子どもたち
はその答えに真剣に耳を傾けていました。
　フリートークの時間では、「議員さんが議会の前日に体調を崩して、9人揃わな
かったらどうなりますか？」「総理大臣に会ったことはありますか？」といった、子ど
もならではの素朴な質問も飛び出しました。これに対して議員たちは笑顔を浮か
べながら真摯に答え、会場には終始和やかな雰囲気が広がりました。
　子どもたちの純粋な視点と議員たちの熱意が交わったこの日の会場は、白川
町の明るい未来への希望を感じさせるひとときとなりました。このような貴重な
経験が子どもたちの心に残り、将来の地域づくりに繋がることを期待していま
す。
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■ 黒川 …… 37
■ 佐見 …… 18
■ 町外 …… 3

■ 10代 …… 1
■ 20代 …… 4
■ 30代 …… 10
■ 40代 …… 22
■ 50代 …… 26

■  60代 ……… 56
■  70代 ……… 61
■  80代 ……… 18
■  90代以上 … 2

　昨年末、広報しらかわ12月号に折り込みチラシとして配布しました本
アンケートは、合計200件の回答をいただくことができました。多くの皆
様よりご回答いただいたことを心より感謝申し上げます。
　今回のアンケートは、今後の議会での議論を深めるための重要な資料
として活用させていただくとともに、議会内で十分な議論を重ねてまい
ります。
　また、今年8月には現在の議会議員の任期が満了を迎えますが、これか
らも町民の皆様との対話を大切にしながら、必要に応じてアンケート調
査を実施し、町政に対する皆様の率直なご意見を伺う機会を設けてまい
ります。
　今後とも白川町議会の活動に対し、ご理解とご協力をお願い申し上げ
ます。

6人 2%

具体的な人数2
18人 1%

13人 1%
10人1% 3人 1%

５人
5%

7人
42%

9人
（現状維持）
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■ ９人（現状維持） … 40
■ 減（具体数なし） … 30
■ 10人 …………… 1
■ 13人 …………… 1
■ 18人 …………… 1

議員定数に関するアンケートへのご協力ありがとうございました。

（現在は９人）

※各割合の数値は、小数点以下を四捨五入していますので、合計が 100％にならない場合があります。
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◆
昨
年
は
、
新
年
早
々
の
地
震
、
夏
に

は
集
中
豪
雨
に
よ
り
連
続
し
て
被
災
さ

れ
、
現
在
も
復
興
の
途
上
に
あ
る
能
登

半
島
の
皆
さ
ん
の
心
中
を
察
し
、
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
白
川
町

は
近
年
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
油
断
は
禁
物
。
議
会
、
行
政
、
住

民
が
一
体
と
な
り
、
日
頃
か
ら
防
災
訓

練
な
ど
を
通
じ
、
防
災
意
識
を
高
め
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

◆
人
口
戦
略
会
議
が
全
国
７
４
４
の
自

治
体
に
お
い
て
将
来
的
に
「
消
滅
の
可

能
性
が
あ
る
」
と
発
表
し
ま
し
た
。
人

口
減
少
に
よ
り
自
治
体
の
運
営
が
困
難

と
な
る
状
況
で
す
。
白
川
町
の
人
口
も

7
，
0
0
0
人
を
下
回
る
現
状
と
な

り
、
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
施
策
が

必
要
で
す
。
地
方
自
治
体
も
懸
命
に
努

力
を
し
て
い
ま
す
が
、
課
題
山
積
で

す
。
地
方
創
生
は
も
は
や
待
っ
た
な

し
、
国
の
抜
本
的
な
施
策
が
望
ま
れ
ま

す
。

◆
国
政
で
は
石
破
内
閣
が
船
出
し
ま
し

た
。
政
治
に
女
性
の
参
加
が
求
め
ら
れ

る
中
、
岸
田
内
閣
で
は
女
性
の
閣
僚
が

５
人
で
し
た
が
、
石
破
内
閣
で
は
２
人

に
減
少
し
ま
し
た
。
地
方
議
員
に
お
い

て
も
女
性
議
員
が
少
な
い
現
状
で
す
。

女
性
は
政
治
家
に
向
か
な
い
、
役
職
に

は
就
け
な
い
と
誤
っ
た
印
象
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。
当
町

で
も
今
年
８
月
に
町
議
会
議
員
選
挙
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
意
思
決
定
の
場

に
男
女
が
等
し
く
参
画
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。
女
性
の
皆
さ
ん
が
議
員
を

目
指
す
こ
と
は
多
く
の
障
壁
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
勇
気
を
も
っ
て
一

歩
を
踏
み
出
し
、
手
を
挙
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
井
昌
平

表紙の写真は、　　　　　　　　　　　　
「消防出初式 分列行進」の様子です。

25 日　加茂郡神社関係者大会
26 日　黒川地区戦没者慰霊祭
　　　　七宗町合併７０周年記念式典
27 日　県消防操法大会出場隊慰労会
28 日　岐阜県浄化槽連合会大会
29 日　総務常任委員会協議会

 １　日　白川町表彰式
　３　日　美濃加茂市市制７０周年記念式典
　４　日　蘇原地区戦没者慰霊祭
　７　日　可茂町村議会議長会及び正副議長懇談会
　８　日　議会議員協議会
10 日　黒川地区公民館まつり
11 日　典霊杯グラウンドゴルフ大会
12 日　白川中学校３年生総合発表会
13 日～ 14 日
　　　　町村議会議長会全国大会（東京都）
15 日　県町村議会議長会知事への要望活動
17 日　移住者交流会
20 日　可茂地域市町村議会議員研修会
21 日～ 22 日
　　　　高知県黒潮町及び愛媛県西条市
　　　　（株）サイプレス・スナダヤ視察
24 日　蘇原地区公民館まつり
　　　　清流の国ぎふ文化祭 2024 閉会式
25 日　議会運営委員会
27 日　主要地方道下呂白川線改良促進期成同盟会
　　　　要望活動
29 日　白川町総合計画審議会
　　　　ぎふ木遊館視察（岐阜市）
　　　　可茂町村議会議員交流会
　
　２　日　県町村議会議長会理事会及び評議員会
　３　日　議会議員協議会
　８　日　佐見歌舞伎大公演
　　　　野尻杯少年剣道大会
10 日　町議会第４回定例会（第１日）
11 日　予算決算審査常任委員会
　　　　町議会第４回定例会（第２日）
11 日　総務常任委員会協議会

表紙は語る

議会の動き（10月25日～1月20日）

10 

月

 

11 

月

　１月５日 消防出初式のラッパ吹奏をもって、白
川町消防団ラッパ隊は、その長い歴史に幕を下ろ
しました。長年にわたり、地域の防災活動や式典
の場で活躍されてきたラッパ隊の皆さまに、心よ
り敬意と感謝を申し上げます。

16 日～ 17 日
　　　　上京要望及び ( 一財 ) 地域活性化セン
　　　　ター・岐阜トーキョー視察
18 日　子ども議会
20 日　町議会第４回定例会（第３日）
　　　　加茂東部三町村議会議員交流研修会
26 日　消防年末特別警戒出発式

　５　日　消防出初式
10 日　協力医療機関に関する協定書締結式
11 日　白川茶手もみ保存会新年初もみ会
　　　　( 一社 ) 美濃加茂青年会議所新年式典
12 日　二十歳のつどい ～大志式～
15 日　東濃ヒノキ白川市場初市
20 日　議会議員協議会
24 日　主要地方道恵那白川線全線開通記念式典

12 

月

12 
月

1 

月
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